
宇都宮市合流式下水道

緊急改善事業について

宇都宮市上下水道局
下水道建設課
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本日の趣旨

・平成１６年度から平成１８年度に事業計画を策定し，平成

１９年度から事業実施してきた『宇都宮市合流式下水道緊
急改善事業』が平成２５年度に完了。

・今後，事業効果について，懇話会で意見聴取を行い，その
結果内容について国への報告や上下水道局ホームページ
への公表を予定していることから，事前に本事業の内容に
ついて説明を行うもの。
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１．事業の目的

合流式下水道区域から河川などに排出される水質の改善，
併せて放流回数を削減し，公共用水域（河川など）の保全を
図るもの。
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合流式下水道
(浸水防除、水洗化促進等)

分流式下水道 S40年代以降

(公害問題の顕著化、公共用水域の水質保全等)

S30年代当初

～S40年代初期

２．下水道の種類

●汚水と雨水を同じ管で流す ●汚水と雨水を別の管で流す
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『合流式下水道緊急改善事業』は，合流式下水道を分流式下水
道にするものではなく，また，ゲリラ豪雨や大雨に対応する事業
ではない。



せき

雨水吐室（処理場と河川に流す水を分配させるマンホール）

ごみ

３．合流式下水道緊急改善事業について
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問題点

①大雨時に汚水と雨水が混ざった水が河川に放流

②ごみの流出

処理場

３－１合流式下水道の問題点

うすいばきしつ



３－２ 放流状況写真①
・台風や集中豪雨時の大雨発生時に、汚れた水が河川へ放流さ

れている。
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放流状況写真②

・放流水と一緒に、枯れ葉やたばこの吸殻等の，ごみが流出し

ている。
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３－３ 水質について

一般的な流入汚水水質の範囲 ＢＯＤ：150～200mg/L

処理水の放流水質 BOD:20mg/L

・放流水は、降雨初期において汚れている傾向にある。

処理水の放流水質 BOD:15mg/L
合流改善後の雨天時未処理放流水質 BOD:40mg/L

時間経過
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貯留管

３－４ 整備内容について
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整備内容

①貯留施設の設置

②スクリーンの設置

公共用水域（河川等）の保全

①

②



●昭和30年代～40年代初期

高度経済成長による，生活水準の高度化に伴い，合流式下水道が普及

●平成12年

お台場でオイルボールが漂着し社会問題化
※オイルボール…豆粒大～30cm 前後の動植物等を

主成分とする白色の固形物。家庭
や事業所の排水に含まれる油分
（ラード）が下水管に付着し、雨水と

一緒に流れ出したもの。

●平成13年

国が合流式下水道改善検討委員会を設置

●平成15年

国が合流式下水道の改善対策が義務化

※合流式下水道の採用は全国191都市

３－５ 合流式下水道改善事業の背景
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４．本市の取組みについて
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栃木県庁

宇都宮市の合流区域

宇都宮市役所

JR宇都宮駅

東 武
宇都宮駅

新
川

釜
川

田
川

下河原水再生センター

田川第一処理区

面 積：810.0ha

うち分流45.0ha

合流765.0ha

供 用 年：昭和40年8月

処理方式：標準活性汚泥法

処理能力：39,600m3/日

田川第二処理区

面 積：6,063.2ha

うち分流5,862.7ha

合流 200.5ha

供 用 年：昭和53年6月

処理方式：標準活性汚泥法

処理能力：159,300m3/日

合流区域割合

965.5／6,873.2 ＝ 14％

13



宇都宮市の改善目標①
① 汚れた水の量の削減

【対策前】【対策後】
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貯留施設を12箇所設置し年間放流量を417ｔ／年 → 372ｔ／年（分流並）

（年間当たり45ｔの削減）

対策前の年間放流量は417ｔ／年



宇都宮市の改善目標①

【対策前】

14

① 汚れた水の量の削減

対策前の年間放流量は417ｔ／年



宇都宮市の改善目標①

【対策後】
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① 汚れた水の量の削減

貯留施設を12箇所設置し年間放流量を417ｔ／年 → 372ｔ／年（分流並）

（年間当たり45ｔの削減）



宇都宮市の改善目標②

② 放流回数の削減

貯留施設を12箇所設置し

放流する回数を半減させる。

589回／年 → 290回／年

（年間当たり299回の削減）

【未処理放流回数】
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宇都宮市の改善目標③

③ ごみの削減

市内全17箇所の雨水吐室にスクリーンを設置

スクリーン
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うすいばきしつ



５．事後評価について
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①汚れた水の量の削減
目標値どおり，45トン削減できているかを検証する。

②放流回数の削減
放流回数が目標値どおり299回/年削減されているかを
検証する。

③ごみの削減
河川に流出されるゴミが削減できたかを検証する。

事後評価
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６．今後のスケジュール
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今後のスケジュール（予定）

平成26年9月～平成26年12月：データの収集

平成27年1月～平成27年2月：検証結果の取りまとめ

平成27年2月（予定）：懇話会に事後評価結果を報告し，
意見聴取

平成27年4月：国に事後評価結果報告
上下水道局ホームページに公表
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